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食品安全に関するリスクプロファイルシート 

（ウイルス） 
更新日：2016年10月14日 

 項 目 内  容  

１ 病原微生物   

（１）一般名 E型肝炎ウイルス  

（２）分類   

① ウイルス名 Hepatitis E virus  

へペウイルス科へペウイルス属  

② ゲノム プラス一本鎖RNA  

③ 形状 小型球形  

（３）特徴   

① 分布 ・ ヒトの肝細胞で増殖し、胆管を通って糞便とともに環境中に排出
される。下水を介して河川水や沿岸海水、土壌を汚染する。 

・ ブタ、イノシシ、シカ等の動物から分離される。 
・ 発展途上国では、常在しており繰り返して感染症の流行が見ら
れる。洪水等により飲料水が汚染された場合には広域な集団発
生が起きることがある。 

（国立感染症研究所, 2014） 

 

② 遺伝子型 ・ 遺伝子型は4つ（G1～G4）である。 
・ 日本の患者から検出されるウイルス型は、G3又はG4が多く、G2
の報告はない。 

・ G3及びG4は、ブタやイノシシにも感染することが明らかになって

いる。 
(国立感染症研究所, 2014) 

 

③ その他 ・ 血清型は1つである。 

（国立感染症研究所, 2014） 
・ 環境中及び食品中では増殖しないが、感染力を保ったまま残存
する。 

（EFSA, 2011） 

 

（４）分離・検査方法 ○食品及び糞便（例） 
・ RT-PCR法で遺伝子を確認する。 

（厚生労働省） 
○血清（例） 
・ 抗E型肝炎ウイルス抗体を確認する。 

（国立感染症研究所, 2014） 

 

（５）特記 －  

２ 食品への汚染   

（１）汚染されやすい食

品・摂食形態 

・ E型肝炎ウイルスに汚染されたブタ、イノシシ、シカ等の食肉及び
肝臓を生食又は加熱不十分な状態で摂食 

・ 汚染された水の摂取 
・ 2005～2013年11月に報告されたE型肝炎感染例で、推定感染
経路の記載があった国内250例中、豚肉は88例（35％）。 
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（国立感染症研究所, 2014） 

（２）汚染経路 感染者の糞便とともに環境中に排出される。下水を介して河川水

が汚染される可能性がある。 

 

（３）汚染実態 【国内】 
○生産 
・  動物の抗体保有率は、ブタ（97％ , 30/31 ）、ウシ（6.5％ , 

26/400）、イノシシ（46％, 77/167：地域間で大きな差がある）、シ
カ（0％, 0/120）、ウマ（1％, 1/100）であった。 

（宮村, 2004） 
・ 2000－2002年に25農場におけるブタの出荷前（6か月齢）の抗体
保有率は90％(226/250)であったが、同検体の血清中からはウ
イルス遺伝子は検出されなかった。 

（Takahashi et al., 2003） 
・ 2011年9月－2012年3月にと畜場で採取した110頭のブタの肝臓

について、ウイルス遺伝子の検出を行ったが、すべて陰性であっ
た。 

（Sasaki et al., 2013） 

・ 2012年3月－2013年1月に熊本県で捕獲されたイノシシ31頭（筋
肉30検体、肝臓23検体及び血液22検体）、シカ2頭（筋肉2検体、
肝臓2検体）及びと畜場で処理されたブタ305頭（肝臓80検体、血
液225検体）について、ウイルス遺伝子の検出を行ったところ、イ
ノシシ及びシカからは検出されなかったが、ブタでは3頭（1％、肝
臓2検体、血液1検体）から遺伝子が検出された。 

（野田, 2013） 

 

○流通 

・ 市販されているブタの生レバーについて、ウイルス遺伝子の検
出を行ったところ、1.9％(7/363)から遺伝子が検出された。 

（Yazaki et al., 2003） 

 

【海外】 
○生産 
・ 2005年－2008年、ドイツの野生のイノシシの肝臓を検査したとこ
ろ、14.9％（22/149）からウイルス遺伝子が検出された。 

（Schielke et al., 2009） 

 

○加工 
・ 2010年にチェコ共和国、スペイン、イタリアのと畜場でブタ113頭

を調査したところ、糞便の27％（30/113）、肝臓の4％（5/112）、
豚肉（舌）の3％（3/112）からウイルス遺伝子が検出された。 

（Bartolo et al., 2012） 

 

（４）失活条件 85℃以上で少なくとも1分間  

３ 食中毒の特徴   

（１）機序 感染型  

（２）潜伏期間 12～50日間（平均6週間）  
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（３）症状 ・ 倦怠感、黄疸、悪心、食欲不振、腹痛、褐色尿等が見られる。 
・ 感染していても、症状が現れない場合が多く、日本人の抗体保

有率は5.2％と報告されている。 
(Li et al., 2000) 

 

（４）有症期間 約1か月  

（５）予後 ・ 免疫不全状態にある患者のE型肝炎感染が慢性感染を引き起
こすことがある。 

（国立感染症研究所, 2014） 
・ 妊婦で劇症肝炎の割合が高く、劇症化した場合には死亡率が

20％にも達することがある。 
（国立感染症研究所, 2004） 

 

（６）発症に必要なウイ

ルス量 

－  

４ 食中毒件数・患者数   

（１）国内   

① 実報告数 ・ E型肝炎（食品媒介性以外も含む。）の発生状況 
（国立感染症研究所「病原微生物検出情報」より抜粋） 

年 2011 2012 2013 2014 2015 

報告数（人） 61 121 127 151 212 

 

・ 感染症法の4類感染症として報告されているE型肝炎の患者数
（食品媒介性以外も含む。）は、年間50名前後で推移してきた
が、2012年から年間100例を超えている。 

（国立感染症研究所, 2014） 
・ 2016年第39週時点の累積症例数は304例。 

（国立感染症研究所, 2016） 

 

② 推定数 －  

（２）海外   

① 実報告数 －  

② 推定数 ・ 世界では毎年2000万人以上が感染しており（食品媒介性以外も
含む。）、そのうち330万人が急性症状を呈し、56,600人が死亡す
ると予測されている。 

（WHO, 2015） 

 

５ 主な食中毒事例   

（１）国内 ・ 2003年に兵庫県で冷凍生シカ肉を原因とする患者4名の食中毒
が発生。 

(国立感染症研究所, 2005a) 
・ 2005年に福岡県で野生イノシシ肉（焼肉）を原因とする患者数1
名の食中毒が発生。 

(国立感染症研究所, 2005b) 

 

（２）海外 ・ フランスで、加熱不十分の豚肉を喫食した4週後に、E型肝炎ウ
イルスによる黄疸を呈した患者数2名の食中毒が発生。 

（WHO, 2010） 
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６ 食中毒低減のための

措置・取組 

  

（１）国内 【農林水産省】 
・ 食中毒をおこす細菌やウイルス、寄生虫について、食中毒の症
状や原因食品、予防のポイントをまとめた、「食中毒をおこす細
菌・ウイルス・寄生虫図鑑」を更新した。（農林水産省, 2015） 

 
【厚生労働省】 
・ 「食肉を介するE型肝炎ウイルス感染事例について（E型肝炎Ｑ
＆Ａ）」を公表し、正しい知識と予防対策を普及。 
〈主な予防方法〉 
 E型肝炎ウイルスの感染経路は経口感染であり、ウイルス

に汚染された食物、水の摂取により罹患することが多いの
で、予防には手洗い、飲食物の加熱が重要である。 

 E型肝炎流行地域へ旅行する際は、清潔の保証がない飲
料水（氷入り清涼飲料を含む）、非加熱の貝類、自分自身
で皮をむかない非調理の果物・野菜をとらないように注意
する必要がある。 

（厚生労働省, 2003） 
・ 「野生鳥獣肉の衛生管理に関する指針（ガイドライン）」では、野
生鳥獣肉は十分に加熱調理（中心部の温度が75℃で1分間以
上）して喫食することとしている。 

（厚生労働省, 2014） 
・ 2015年6月から、「食品衛生法」に基づき、豚の食肉（内臓を含
む。）の生食用としての販売・提供を禁止した。 

（厚生労働省, 2015） 

 

（２）海外 【Codex】 
・ 食品中のウイルスの制御のための食品衛生一般原則の適用に
関するガイドラインを公表した。 

（Codex, 2012） 

 

７ リスク評価事例   

（１）国内 【食品安全委員会】 
・ 豚の食肉の生食に係る食品健康影響評価 

豚の食肉は、食肉内部までE型肝炎や寄生虫などの危害要
因に汚染されていると考えられ、豚の食肉の生食に起因すると
推定されるE型肝炎患者及び細菌による食中毒事例が発生して
いることから、「豚の食肉は、飲食に供する際に加熱を要するも
のとして販売の用に供さなければならない」とする規制の導入は

妥当。 
（食品安全委員会, 2015） 

 

（２）海外 【JEMRA】 
・ Viruses in Food: scientific advice to support risk management. 

E型肝炎は衛生条件の悪い地域で発生が多いとされていた
が、最近では先進国でも海外渡航が原因ではない発生が増加し
ている。妊娠した女性では症状が重く、致死率が高くなる傾向が
ある。生又は加熱不十分な肉の喫食による食中毒が報告されて
いる（p.7）。 
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E型肝炎ウイルスによる食中毒を低減するには、下水を定期
的にモニタリングし、生産段階で食品が汚染される可能性を把

握することが重要である（p.41）。また、感染者が食品を扱うと感
染拡大する可能性に関する認識の向上、食品中のウイルスの
検出法の改良や標準化、大規模食中毒の初期段階でのサーベ
イランスの強化、消費者へのE型肝炎ウイルスによる食中毒のリ
スクに関する情報提供等が必要である（p.42）。 

(JEMRA, 2008) 
【EU】 
・ Scientific Opinion on an update on the present knowledge on the 

occurrence and control of foodborne viruses. 
急性肝炎を発症した場合の致死率は1～5％と低いものの、妊

婦では25％と非常に高い。と畜時点でE型肝炎ウイルスを検出
するのは現状不可能であるため、低減対策としては十分な加熱

のみが考えられる。本評価書では70℃、10分又は95℃、１分の
加熱で十分であると言及されている。（p.30）リスク推定のため
に、食品やレゼルボア（人獣共通感染症とも考えられている。）
中の汚染濃度や用量反応関係のデータが必要である。（p.65） 

（EFSA, 2011） 

８ 今後必要とされるデー

タ 

・ 豚肉及び内臓の汚染状況 
・ 発症に必要なウイルス量 
・ 各種対策の効果やコスト 

 

９ その他参考となる情報 ・ イングランド、ウェールズをはじめとするヨーロッパ全土で、ブタの
生体、豚肉製品、ブタと接触した人から、酷似したG3型のE型肝
炎ウイルスが検出された。 

（野田, 2013） 

・ 2005年～2013年11月に報告された626例のうち、250例に推定
感染経路の記載があった。内訳は、ブタ（食肉、レバー）88例、イ
ノシシ60例、シカ33例、ウマ10例、貝11例等であった。 

（国立感染症研究所, 2014b） 
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